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母系的家族制度の影響などから、家父長的な男女の性別役割分担が少ないと評されたり、または女性が社会進出をしている割合が高く男女共同参画が進んでいると評される傾向がある。しかしそのことが、すなわち男女平等社会 あわけではない。不可視の社会階級に加えて 男女の性別役割分担や性別による処遇や立場の違いは確かに存在するの あ 。　
たとえば、実質的に運動の現場
を担うのは女性障害者が圧倒的に多い。にも かわらず、当事者運動を進めたり、実行委員会等の長を決めたりする必要があるときには、男性障害者の名前があがることが多い。その理由として、 「自分たちには性別は関係ないが 対外的には男性の方が格好がつく（まず問題ない） 」 「○○さんは、□□という肩書き（または経験）があるから」 「話しが上手だから」
などがあげられる。　
特に首都バンコクでは、障害者






























































ように発揮し、当事者運動を展開していくのであろうか これまで障害者運動で強調され 当事者性は、女性障害者 当事者性も当然として理解する土壌をはぐくんできた。　
ＡＥＰＷＷＤｓの立ち上げメン
バーは、既に障害者運動や社会のなかで発言権を持っている 当事者である。女性障害当事者の声を上げる媒体がで ことで、間接的な情報を含め、彼女たちが見聞きしたことを総括し、発言する方法を得たといえ 。まずは、彼女たちが声を上げ、女性障害者が持つといわれる、複合差別やニーズについて訴えることで 問題の所在に注意を向けさせることができるであろう。それは、時には直感的なものであり、統計的または理論的に構築されたもので ない可能性もある。しかし、 性障害者が、女性障害者の声を代弁また
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比べ、女性障害者 社会 にも制度的にも教育、就労、健康や保健、日常生活の介助者確保などの面で、必要な支援が十分 得られていない点、社会参画も十分でない点、その背景には差別や偏見が存在する点などを明記したうえで、女性障害児・者のＱＯＬ向上のための達成目標と戦略 記している。　
達成目標としては、 女性障害児・






















害者として差別を受けた経験がないと主張する人たちがいる。 「男女差はない、あっても個人差だ」という。そのような場合、既にパートナーが たり長期間就労 継続し生計をたてていたりと、自立し生活パターンも安定している者が多い。同時に同様の障 仲間やコミュニティー のネットワークも持って る。何か問題 おきたとしても、自身のネットワークのなかで解決できる　
彼女たちのケースからみえてく
るのは、経済活動の確立と仲間の確保、そしてそれら日常の連続性である。女性障害者が、地域社会のなかで障害が社会的障害とならず自己実現を図ることができるよ
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